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浸水の深さ凡例 
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報道機関 

関係機関 
塩尻警察署 
塩尻市消防団 
JR塩尻駅 
その他必要機関 

住民の皆さん 

サイレン警報、緊急メールが届いたら！ 

・防災行政無線、緊急メールが届いたら、直ちに一時避難場所、最寄りの避難所または高台へ避難してください！ 
・ハザードマップは想定の一例であり、災害により複合的に被災した場合は想定とは異なる浸水が予想されます。 
 浸水想定範囲外に居るから大丈夫と思わず、避難行動をとってください。 

防災行政無線 
緊急ﾒｰﾙ(登録者) 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(市HP) 

決壊後10分 

で到達！ 

決壊後5分 

で到達！ 

日常管理 

・堤体の草刈を定期的に行い、ため池のり面に亀裂がないか、漏水が無いか確認しましょう。 
・余水吐周辺の清掃を行いましょう。(大雨時にここが閉塞すると危険です。) 
・年に1回はため池栓を抜き、ため池を空にして通常点検出来ない部分を確認しましょう。 

緊急対応 

・台風などの大雨で、水位の上昇が予想される場合は、ため池栓を抜き水位を下げましょう。 
・決壊の恐れがある事象を確認した場合、「塩尻市農政課」に直ちに連絡しましょう。 

みんなで災害を未然に防ぎましょう！ 

⑬吉田ひまわり保育園 

⑪吉田東公民館 

⑫ながうね公園 
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②広丘支所 
③広丘短歌公園 

①原新田公民館 
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⑦吉田西防災ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

⑧長者原公園 

野村八幡池 

⑯吉田支所 

避難先を決めよう！ 
お宅の予想される浸水深さは？ 

 □0.5m未満    □0.5～1.0m未満 

 □1.0～2.0m未満 □3.0m以上    

避難場所を決めよう！ 

・一時避難場所(例:自宅2階等) 

 

               

 

・避難場所(例:○○公民館) 

 

                          

浸水範囲避難路の凡例 

0.5m以上(ひざ上)が浸水。 

通行は避ける 

0.5m未満(ひざ下)が浸水。 

通行は注意が必要 

浸水深0.5～1.0m未満は 

浸水しない場所や 

自宅2階などへ避難を！ 

浸水深0.5～1.0m未満は 

浸水しない場所や 

自宅2階などへ避難を！ 

⑮吉田児童館 



氏　　名 連絡先(勤務先・学校) 電話番号 携帯電話

家族の連絡先

①原新田公民館
②広丘支所 0263-52-0125
③広丘短歌公園 ―
④広丘小学校 0263-52-0742
⑤吉田原保育園 0263-58-0608
⑥長者原南児童公園 ―
⑦吉田西防災ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ 0ー263-58-6368
⑧長者原公園 ―
⑨吉田原ふれあい公園 ―
⑩吉田小学校 0263-58-0753
⑪吉田東公民館 0263-58-1952

⑫ながうね公園 ―

⑬吉田ひまわり保育園 0263-58-0607
⑭田川の郷 0263-85-5300
⑮吉田児童館 0263-86-2942

避　難　先

塩尻市役所(代表) 0263-52-0280
塩尻市農政課(直通) 0263-52-0819
消防防災課(直通) 0263-54-5549
広丘支所 0263-52-0125
吉田支所 0263-86-8611

市の機関

緊急時の連絡先一覧 

□大規模地震が発生したり、台風などの大雨が降り続くと、ため池が決壊する恐れがあります。 

  このハザードマップは、万が一ため池が決壊した際に備えて、ため池近くにお住いの皆様に役立つ情 

 報 を示しています。 

  ハザードマップの内容をよく読み、いち早く避難出来るように普段からご家族や地域の皆様と避難につ 

  い て話し合いをして、いざという時に備えましょう。 

ふだんから備えましょう！ 

自分たちのマップをつくろう！ 

 このハザードマップには、氾濫範囲の想定の一例や指定避難場所が記載されています。 

 マップを完成させるには、ご家族や地域の皆さんで普段いる場所（自宅など）からの避難 

 先や避難経路について話し合いを行って、裏面のマップに避難経路などを記入して、 

 各家庭のマイマップの作成をしましょう！ 
 
 

家族・知人の安否確認方法 

 災害時には、家族間での連絡がとれないなどの事態が起こりがちです、さらに固定電話や携帯電話がつ 

ながりにくい状態が、長く続く恐れがあります。日頃から家族同士の連絡方法を確認しておきましょう。 

 また、自分の安否を家族・親戚・知人に知らせるため、災害時には「災害用伝言ダイヤル」が開設されます 

ので、このサービスを連絡・安否確認として活用しましょう。 

 この災害用伝言ダイヤルは、公衆電話はもちろん、携帯電話やPHSからも利用可能ですが、携帯電話で 

も災害用伝言板が開設されますので、事前に利用方法などを確認しておきましょう。 

野村八幡池  ハザードマップ 


